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報 告 の 部

Ⅰ （平成 ）年度 事業報告2012 24
（2012（平成24）年４月１日～2013（平成25）年３月31日）

１．調査・研究事業

（１） 調査・研究活動

① 北海道自治のかたちを考える研究会

北海道における自治のあり方を調査・研究するため、2003年度に設置した「北海道

自治のかたちを考える研究会 （主査＝佐藤克廣・北海学園大学法学部教授／当研究」

） 。 。所理事長 を2012年度も引き続き開催しました 2012年度の活動は以下のとおりです

◇ 第48回定期総会記念講演会（12.06.30）

「地方分権改革の動向と課題―『地域主権改革』を振り返って」

今村都南雄（山梨学院大学教授）

◇ 自治のかたちを考える研究会（12.11.02）

基調提起「制度はなせ変わるのか－構成主義的アプローチからの制度変化モ

デル」

木寺 元（北海学園大学准教授）

記念講演会の内容については、所報『北海道自治研究』2012年８月号（第523号 、）

研究会は12月号（第527号）に掲載しました。

② 憲法研究会（生活権研究会）

「憲法研究会 （主査＝結城洋一郎・小樽商科大学教授／当研究所副理事長）の一」

環として、格差・貧困が拡大し「生活基盤の崩壊」が危惧される今日の日本社会の状

況について調査・研究する 「生活権研究会」を2008年４月に設置しました。本研究、

会は、2009年10月以降、社会保障を重点テーマとする第２期の活動に入っています。

2012年度の活動は以下のとおりです。

◇ 第18回研究会（12.04.24）

基調提起「北海道における非正規雇用問題の現状と課題－官製ワーキン

グプア問題を中心に」

川村雅則（北海学園大学准教授）

◇ 釧路市の生活保護自立支援プログラムに関する追加調査（12.09.28/30）
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テーマ 自立生活支援員の活動について

調査先 釧路市福祉部生活福祉事務所 ほか

◇ 第19回研究会（12.12.21）

基調提起「年次改革要望書の意味－関岡英之『拒否できない日本』を読

む」 浅野一弘（札幌大学教授）

◇ 第20回研究会（13.03.22）

基調提起「民主党政権における社会保障改革の成果と評価」

平川則男（自治労本部総合政治政策局）

、 （ ）各研究会の基調提起の内容については 第18回研究会を所報2012年5月号 第520号

に、第19回研究会を2013年3月号（第530号）に、第20回研究会を2013年5月号（第532

号）に、それぞれ掲載しました。

③ 防災･減災のまちづくり研究会

2011年３月11日に発生した東日本大震災を受け、あらためて地域や自治体の防災と

減災のあり方について調査・研究を深めるため 防災･減災のまちづくり研究会 主、「 」（

査＝浅野一弘・札幌大学法学部教授）を2011年度より新たに設置しました。2012年度

の活動は以下のとおりです。

◇ 所内研究会として（12.05.23）

基調提起「行政の危機管理～大震災から見えた課題」

浅野一弘（札幌大学教授）

◇ 防災･減災のまちづくり研究会（12.09.20）

基調提起「有珠山噴火災害の洞爺湖町対応と復旧･復興」

兼村憲三（洞爺湖町企画防災課）

◇ 防災･減災のまちづくり研究会（12.12.21）

基調提起「北海道の有珠山噴火防災体制と復旧･復興への対応」

中島竜雄（北海道危機対策局）

各研究会の基調提起の内容については、所内研究会を所報2012年6月号（第521

号 に 9月の研究会を2012年12月号 第527号 に 12月の研究会を2013年2月号 第） 、 （ ） 、 （

529号）にそれぞれ掲載しました。

④ 地域政府と政策を考える研究会

北海道政府のあり方や政策などについて研究するため2002年度に設置した「地域政

府と政策を考える研究会 （主査＝山本佐門・北海学園大学法学部教授）を2012年度」

も引き続き開催しました。2012年度の活動は以下のとおりです。

◇ 第24回研究会（12.04.21）

基調提起「原発事故収束対策とこれからの課題」

荒井 聡（衆議院議員）

◇ 第25回研究会（12.08.03）

基調提起「原子力問題とドイツの労働組合」

本田 宏（北海学園大学教授）
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⑤ 道内市町村財政の調査・分析

2012年度も引き続き、道内自治体の財政に関する情報収集、調査・分析を行いまし

た。例年実施している道内市町村財政の決算分析（2011年度）は、所報2013年４月号

（第531号）に「道内市町村財政決算の概要 （辻道主任研究員）を掲載しました。」

（２） 共同調査・研究事業

① 全国自治研センター研究所交流会

全国自治研センター・研究所交流会（実行委員会主催）に佐藤理事長、辻道主任研究

員が参加しました。全国交流会の内容は以下のとおりです。

◇日 時 2012年６月15日（金）～17日（日）岩手県遠野市、宮古市

◇内 容

第１日（15日）

報告１「岩手県内の被災と復興の現状について」

刈谷秀敏（いわて自治研センター事務局長）

報告２「民間支援と交流について」

多田一彦（ＮＰＯ法人遠野まごこころネット代表）

記念講演「自治体の後方支援について」 本田敏秋（遠野市長）

特別企画 語り部による昔話 工藤さのみ（語り部）

第２日（16日）

被災地視察 大槌町・復興商店街、宮古市（市役所、旧田老町）

「 」 （ ）記念講演 宮古市の復興について 滝澤 肇 宮古市復興推進室長

第３日（17日） 宮古市場見学

② サードネットの出版化企画への参加・協力

全国地方自治研究センター・研究所所属の若手研究員による第３世代ネットワ

ーク（通称・サードネット）では 「サードネット第３回集中セミナー・まちづく、

り原論 （ 年６月 ～ 日、奈良市）での成果を 年度中に書籍として」 2011 12 14 2013
発行するため、同セミナー開催以後 「奈良町のまちづくり」をテーマに、関係す、

。 。る調査・編集作業を続けています 当研究所からは正木研究員が参加しています

サードネット出版化企画の 年度の主な活動は以下のとおりです。2012
◇ サードネット会合／東京都（ ）12.04.09
◇ 木原勝彬氏（奈良まちづくりセンター元理事長）と事務局の編集会議

／京都市（ ）12.04.19
（ ） （ ）◇ 澤井勝氏 奈良女子大学名誉教授 と事務局の編集会議／京都市 12.05.11

◇ 奈良町のまちづくりに関する追加ヒアリング／奈良市（ ）12.05.14
◇ サードネット会合／東京都（ 、 ）12.05.22 12.06.26
◇ 木原氏と事務局の編集会議／京都市（ ）12.06.28
◇ サードネット会合／東京都（ 、 、 ）12.07.19 12.09.05 12.10.28
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◇ 木原氏と事務局の編集会議／京都市（ ）12.11.08
◇ サードネット会合／東京都（ 、 ）13.01.15 13.02.19
◇ 木原氏への追加ヒアリング／奈良市（ ）13.03.14

③ 「共同研究・大災害と自治体」への参加

全国地方自治研究センター・研究所による「共同研究・大災害と自治体 （事務局」

＝公益財団法人地方自治総合研究所）に、当研究所から正木研究員が参加しました。

2012年度の活動は以下のとおりです。

◇ 第４回研究会／東京都（12.04.09）

問題提起「原子力発電所と所在自治体」

金井利之（東京大学教授）

◇ 第５回研究会／東京都（12.05.22）

問題提起「復興計画の進捗状況と課題－岩手県と大船渡市を中心に」

齋藤俊明（岩手県立大学教授）

◇ 第６回研究会／東京都（12.06.26）

問題提起「大規模災害発生後の被災者の生活と労働の支援」

兵藤 宏（兵庫自治研センター主任研究員）

◇ 第７回研究会／東京都（12.07.19）

問題提起「大震災からの生活の回復を通した生活創造に向けて－ケアラー支

援視点から」 堀越栄子（日本女子大学教授）

◇ 第８回研究会準備会／東京都（12.10.29）

議題「今後の共同研究の進め方について」

◇ 第８回研究会／東京都（13.01.15）

議題「今後の共同研究の進め方について （事務局提案）」

◇ 第９回研究会／東京都（13.02.19）

問題提起「介護等のサポート拠点の現況」

池田昌弘（ＮＰＯ法人ＣＬＣ代表）

◇ 災害福祉広域支援ネットワーク・サンダーバード主催「宮城フォーラム－復興

期における暮らしの支援と地域づくり」／仙台市（13.03.08）

◇ ＮＰＯ法人ＣＬＣ主催「震災被災地における要援護者への個別・地域支援の実

践的研究報告会」／仙台市（13.03.20）

④ 北海道世論調査研究会のスタート

大学の研究機関等と共同で実施してきている世論調査･市民意識調査の実情と課題

について研究するため、北海道世論調査研究会（主査・山本佐門北海学園大教授）を

スタートさせました。

◇ 第１回研究会（13.03.12）

基調提起「第46回衆議院選挙と北海道における世論調査の課題」

僧都儀尚（北海道新聞情報研究所）
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⑤ 反貧困ネット北海道との連携・協力

憲法研究会（生活権研究会）の活動の一環として 「反貧困ネット北海道 （代表＝、 」

山口二郎・北海道大学大学院教授）の企画・運営に協力してきました。2012年度の主

な活動は以下のとおりです。

◇ 設立３周年記念シンポジウム（12.07.07）

◇ 反貧困全国キャラバン2012プレ企画・生活保護ワークショップ（12.07.07）

◇ 反貧困全国キャラバン2012札幌集会（12.07.17）

◇ 12年度連続学習会①「貧困問題から監視社会化を考える （12.08.30）」

◇ 12年度連続学習会②「格差・貧困と憎悪 （12.11.10）」

◇ 12年度連続学習会③「貧困と社会的排除ＶＳ生活支援 （12.12.08）」

◇ 労働と生活の総合相談会（13.01.23）

（３） 他団体主催の研究会・セミナー等への参加・交流

① 地域主権シンポジウム（第一法規主催）

第一法規出版が主催して全国3カ所（仙台･名古屋･札幌）で開催する『自治体法務

検定』記念シンポジウムに佐藤理事長、中島常務理事が出席してきました。札幌シン

ポジウムは以下の内容で開催されました。

◇ 日時 2012年5月24日（木）午後13時30分～ 札幌国際ビル

◇ 内容

【第一部】基調講演 大森 彌（東大名誉教授）

【第二部】パネルディスカッション

多田健一郎（北海道副知事）

片山 健也（ニセコ町長）

山口 二郎（北大教授）

司会・北海道新聞社論説委員

② NPO北海道地域政策調査会設立記念講演会

NPO(特定非営利法人)北海道地域政策調査会が設立され、これを記念して記念講演

会が開催されました。

◇ 日時 2012年6月27日(水)午後6時～ ポールスター札幌

◇ 内容 「社会保障･税一体改革」の実現のために－理念と展望－

宮本太郎（北大大学院法学研究科教授）

③ 第27回自治総研セミナー

公益財団法人地方自治総合研究所（自治総研）が主催する第27回自治総研セミナー

、 。 。に佐藤理事長 正木研究員が参加しました セミナーの主な内容は以下のとおりです

◇ 日時 2012年9月5日（水）～6日（木） 自治労会館／東京都

◇ 内容
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○講演①「大都市制度の歴史と論点」 小原隆治（早稲田大学教授）

○講演②「大阪府で起きていること」 別当良博（大阪市政調査会事務局長）

○講演③「地方制度調査会での議論～大都市制度をめぐって～」

（ ）大杉 覚 首都大学東京都市教養学部教授

○講演④「都･区の財政調整～財政調整の条件～」

菅原敏夫（公益財団法人自治総研非常任研究員）

○講演⑤「都政改革から自治制度を考える」 今村都南雄（山梨大学教授）

④ シンポジウム「一括法条例化と地域ガバナンス」

自治労本部が開催したシンポジウムに辻道主任研究員が参加しました。シンポジウ

ムの内容は以下のとおりです。

◇日 時 2012年９月11日（火） 主婦会館プラザエフ／東京都

◇内 容

◯報告「義務付け・枠付けの見直しに係る条例制定状況について」

伊藤久雄（東京自治研センター研究員）

◯特別報告「地域主権改革の現状と課題」

逢坂誠二（衆議院議員）

◯シンポジウム「 義務・枠』見直しと公共サービスの未来」『

三野 靖（香川大学法学部教授）

沼尾波子（日本大学経済学部教授）

黒田一美（兵庫県議会議員）

司会・辻山幸宣（地方自治総合研究所所長）

⑤ 貧困研究会第５回研究大会

貧困研究会（代表＝杉村宏・法政大学名誉教授）の主催する「貧困研究会第５回研

究大会」に、正木研究員が参加しました。大会の主な内容は以下のとおりです。

◇ 日時 2012年９月29日（土）～30日（日） 北海道教育大学釧路校／釧路市

◇ 内容

＜第１日目：シンポジウム＞

○ 講演「福祉事務所と民間福祉の役割と協働－アメリカでの議論を踏まえて」

木下武徳（北星学園大学准教授）

○ 報告①「生活支援戦略について」 山崎史郎（内閣府政策統括官）

○ 報告②「熊本県における生活困窮者対策－2.5人称の視点で」

森枝敏郎（前熊本県健康福祉部長）

○ 報告③「釧路の自立支援が目指してきたこと」

木津谷康二（釧路市生活福祉事務所長）

○ 上記登壇者によるパネルディスカッション

司会：新保美香（明治学院大学教授）

＜第２日目：分科会１＞
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○ 報告①「生活保護自立支援プログラムによる多様な価値への新たな評価」

及川昌洋（釧路市福祉部職員）

○ 報告②「高齢者への新たな支援施策の必要性－生活保護受給者の年金受給額か

ら」 徳田康浩（釧路市福祉部職員）

○ 報告③「アクティベーション政策のディレンマ－デンマークにおける移民の社

会的包摂をめぐる取り組みとその課題」

嶋内 健（立命館大学非常勤講師）

⑥ NPO北海道地域政策調査会主催パネル討論「地域医療再生の処方箋を考える」

NPO北海道地域政策調査会が主催する第2回市民講座が開催され、辻道主任研究員が

参加しました。

◇ 日時 2013年1月12日(土)午後1時～ ポールスター札幌

◇ 内容 パネル討論「地域医療再生の処方箋を考える」

パネラー 島本和明（札幌医科大学学長）

高橋正夫（北海道町村会副会長・本別町長）

徳田禎久（北海道病院協会理事長）

藤森研司（北海道大学病院地域医療指導員支援センター長）

コーディネーター

斉藤佳典（北海道新聞社論説委員）

⑦ 2013年度地方財政セミナー

自治労本部と自治体議員連合が開催した地方財政セミナーに辻道主任研究員が参加し

ました。セミナーの内容は以下のとおりです。

◇日 時 2013年２月28日（木） 砂防会館／東京都

◇内 容

◯「2013年度地方財政計画と地方財政」

高木健二（前地方自治総合研究所研究員）

◯「2013年度税制改正―『成長と富の創出の好循環』とは？」

中村良広（熊本学園大学経済学部教授

◯「2012年度地方交付税算定結果の検証」

飛田博史（地方自治総合研究所研究員）

２．講座・講演会・セミナーなどの開催事業

（１） 地方自治講座、地方自治セミナーなどの開催

① 2012自治講座「北海道の基礎自治体を考える」

北海道における基礎自治体のあり方を、あらためて総合的に考えるために本年度は
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自治講座を開催しました。自治講座の内容については､所報2013年1月号（第528号）

に掲載しました。

◇ 日時 2012年11月24日（土）午後1時～5時 北海道自治労会館3階ホール

◇ 内容

○基調講演 「北海道の基礎自治体を考える－自律自治体への実践課題」

神原 勝（北海学園大教授）

○パネルディスカッション

パネラー 浅野一弘（札幌大学教授）

溝部幸基（福島町議会議長）

山本 進（東神楽町長）

神原 勝（北海学園大教授／当研究所顧問）

司会 佐藤克廣（北海学園大教授／当研究所理事長）

（２） 講師の派遣

① 釧根地方本部自治研集会

◇日 時 2012年7月7日（土）～８日（日） 釧路管内標茶町開発センター

◇内 容

◯「自治体財政分析講座」 辻道雅宣（北海道地方自治研究所主任研究員）

◯単組・総支部、自治研レポート発表

◯標茶町施設・体験学習（８日）

② 反貧困ネット北海道2012年度連続学習会①

反貧困ネット北海道主催の「反貧困ネット北海道2012年度連続学習会①」に、正木

研究員を講師派遣しました。本学習会の内容は以下のとおりです。

◇ 日時 2012年８月30日（木） 札幌市民ホール／札幌市

◇ 内容

○ 問題提起「貧困問題から監視社会化を考える」

正木浩司（当研究所研究員）

③ 自治労渡島地方本部財政分析講座

◇日 時 2013年3月2日（土） 北斗市かなでーる

◇内 容

◯「自治体財政分析のポイント―決算カードによる財政の健康診断」

辻道雅宣（北海道地方自治研究所主任研究員）

◯各単組総支部の財政分析報告

（３） 自治労の政策活動および自治研活動との連携・協力
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① 地方自治研究全道集会

2012年9月に開かれた第34年次地方自治研究全道集会は、網走市で開かれ、佐藤理

事長以下、辻道主任研究員、正木研究員が参加し、地方自治研究活動の討論･交流に

。 （ ） 。貢献しました この全道集会の内容は所報2012年10月号 第525号 に掲載しました

◇ 日時 2012年9月7日（金）午後1時半～8日（土）正午 網走市内

◇ 内容

【第一日目･全体集会】パネルディスカッション

○問題提起（司会） 「オホーツクから発信する新しい地域づくり」

黒瀧秀久（東京農大オホーツク実学センター長）

○事例報告①「オホーツクの食を通じた地域活性化」

拔山嘉友（財団法人オホーツク地域振興機構研究員）

○事例報告②「6次産業化を通じた農業の活性化」

柳谷亜紀子（清里町やなぎふぁーむ）

○事例報告③「美幌町の森林を活用したまちづくり」

伊成博次（美幌町経済部耕地林務主幹）

○事例報告④「健康な人・まち・経済の網走」 水谷洋一（網走市長）

【第二日目】分科会とオプション企画

② 地方自治研究全国集会

自治労･自治研中央推進委員会は兵庫県神戸市において、10月19日から3日間の日程

で第34回地方自治研究全国集会（略称「兵庫自治研 ）を開催しました。この集会に」

、 、 、 、は 全国から２１００人が参加し 当研究所からも佐藤理事長以下 辻道主任研究員

正木研究員が参加し、二日目の第７分科会に自主レポート「釧路市における生活保護

自立支援プログラムの取り組みについて」を発表しています（正木 。）

集会内容のトピック記事は所報2012年11月号（第526号）に掲載しました。主な

内容は以下の通りです。

◇ 日時 2012年10月19日（金）午後1時～21日（日）兵庫県神戸市

◇ 内容

【第1日目･全体集会】

パネルディスカッション「みんなが主役の地域のコミュニティーづくり」

【第2日目･テーマ別分科会】①「新しい公共」と自治体職員の働き方 ②地方財

政を考える ③自然災害に強いまちづくり ④自治体がリードする公正な雇用

と労働 ⑤医療と介護の連携によるまちづくり ⑥地域での子育ち支援 ⑦貧

困社会における自治体の役割とは ⑧都市と地方の再生とまちづくり ⑨農

（林漁業）から考える地域づくり ⑩「地域力 「現場力」アップに向けた学び」

あい ⑪地域から考える「人権 「平和」 ⑫災害から考える男女平等 ⑬地」

域で再生可能な自然エネルギーを考える

【第3日目･全体集会】

パネルディスカッション「脱原発で新しい地域社会をつくる」
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コーディネーター：アイリーン・スミス（グリーンジャパン代表）

パネラー：片山善博（慶応大学教授 、飯田哲也（ISEP 、上原公子（脱原発を） ）

めざす首長会議）

③ 2013年度自治体財政セミナー

自治労北海道本部との共催で「2013年度自治体財政セミナー」開催しました。セミ

ナーの内容は以下のとおりです。なお、講演①および報告の内容は、所報2013年

4月号（第531号）に掲載しました。

◇ 日時 2013年3月5日（火）午後1時～ 北海道自治労会館

◇ 内容

○ 講演① 「2013年度地方財政計画と地財対策」

高木健二（前自治総研研究員）

○ 講演② 「これからの地域主権」

逢坂誠二（前衆議院議員）

○ 報告 「道内市町村の財政状況－2011年度決算の特徴」

辻道雅宣（当研究所主任研究員）

３．収集資料の閲覧及び情報提供事業

（１） 資料の収集・提供

地方自治体や全国地方自治研究センター・研究所などの発行する資料・刊行物、地方

行政・地方自治に関する文献・定期刊行物など、資料の収集に努めました。

また、北海道自治労会館内に設置されている「自治労会館資料センター」の運営に、

自治労北海道本部、自治労全道庁労連本部とともに関わり、資料の収集・管理・提供に

協力しました。2012年4月20日には、第２回資料センター運営委員会を開催し、図書管

理の改善、新規図書の購入・活用のあり方などについて検討しました。

（２） 所報『北海道自治研究』の発行

所報『北海道自治研究』は、2012年４月号（第519号）から2013年３月号（第530号）

まで発行しました。各号の主な内容は、以下のとおりです。

【2012年４月／519号】

○ 鋭角鈍角 稼働原発ゼロ状態を、民主党政権下で！ 山本佐門

○ 大都市制度に関する諸問題－日本に大都市制度は存在するのか 金井利之

○ 地震防災とまちづくり－北海道と道民への３つの提案 岡田成幸

○ 北海道の元気！ＮＰＯ訪問35 ＮＰＯ法人在宅生活支援サービスホーム花凪
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加藤知美

○ 忙中一筆 与野党を超えた立法府として 相原久美子

○ 散射韻 30年後の道民が見ている

【2012年５月／520号】

○ 鋭角鈍角 スコットランドの「再生エネルギー革命」に期待する 坪井主税

○ 第18回生活権研究会

北海道における非正規雇用問題の現状と課題－官製ワーキングプア問題を中心に

川村雅則

○ 住基ネット差止北海道訴訟の終結について 正木浩司

○ 北海道の元気！ＮＰＯ訪問36 ＮＰＯ法人北海道バーバリアンズラグビーアンドスポー

ツクラブ 加藤知美

○ いま教育の現場から３ 押し寄せる高校再編の大波－熊石高校の存続を求める会の活動

を担って 新谷大造

○ 散射韻 リーダーを支えよう

【2012年６月／521号】

○ 鋭角鈍角 原発事故とリスク論 畠山武道

○ 原発事故から考える私たちの責務 結城洋一郎

○ 行政の危機管理－大震災からみえた課題 浅野一弘

○ 資料 日本再生の基本戦略－危機の克服とフロンティアへの挑戦 閣議決定

○ 北海道の元気！ＮＰＯ訪問37 ＮＰＯ法人日本障害者・高齢者生活支援機構

加藤知美

○ 散射韻 「動かない政治」のその先に…

【2012年７月／522号】

○ 鋭角鈍角 旭川買物公園開設40年と旭川高専開校50年に想う 竹中英泰

○ 地方政府再編論と北海道 佐藤克廣

○ 規制緩和と自動車運転労働－高速ツアーバス事故が問うもの 川村雅則

○ 検討経過から見る「新たな在留管理制度」の特徴について 正木浩司

○ 北海道の元気！ＮＰＯ訪問38 ＮＰＯ法人旭川ＮＰＯサポートセンター 加藤知美

○ いま教育の現場から４ インクルーシブ教育の実現に向けた現段階 能登睦美

○ 散射韻 相も変わらぬ「情報公開」

【2012年８月／523号】

○ 鋭角鈍角 視界不良の「道民の翼」 平岡祥孝

○ 地方分権改革の動向と課題－「地域主権」改革をふり返って 今村都南雄

○ 市民参加とミニ・パブリックス－その類型と可能性 木寺元

○ 北海道の元気！ＮＰＯ訪問39 ＮＰＯ法人北海道職人義塾大學校 加藤知美

○ 忙中一筆 されど議員・地域活動の日々 神田和夫

○ 散射韻 数字の消えたマニフェスト

【2012年９月／524号】

○ 鋭角鈍角 ラベ・ピエール 結城洋一郎
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○ 座談会 北海道障がい者条例の意義と課題－「障害者が暮らしやすい地域づくり」を

中心に

梅井治雄＋佐々木周子＋橋本伸也＋我妻武＋佐藤克廣

○ 資料 北海道障がい者及び障がい児の権利擁護並びに障がい者及び障がい児が暮らし

やすい地域づくりの推進に関する条例

○ 政権交代を骨抜きにしてきた組織力－社会保障・税一体改革の経過から見えたこと

荒又重雄

○ 北海道の元気！ＮＰＯ訪問40 ＮＰＯ法人ふれあいインさろま 加藤知美

○ いま教育の現場から５ 誰のための効率化か－小中学校から見た「校務支援システム」

の問題点 坂田淳哉

○ 散射韻 首長の本務とは

【2012年10月／525号】

○ 鋭角鈍角 「選挙の顔」という言葉 浅野一弘

○ 自治研全道集会・網走

・問題提起 オホーツクから発信する新しい地域づくり 黒瀧秀久

・事例報告１ オホーツクの食を通じた地域活性化 拔山嘉友

・事例報告２ ６次産業化を通じた農業の活性化 柳谷亜紀子

・事例報告３ 美幌町の森林を活用したまちづくり 伊成博次

・事例報告４ 健康な人・まち・経済の網走 水谷洋一

・パネルディスカッションオホーツクから発信する新しい地域づくり

拔山嘉友＋柳谷亜紀子＋伊成博次＋水谷洋一＋黒瀧秀久

○ 資料 今後目指すべき地方税制の方向と平成25年度の地方税制改正等への対応につい

ての意見 地方財政審議会

○ 北海道の元気！ＮＰＯ訪問41 ＮＰＯ法人さっぽろ自由学校「遊」 加藤知美

○ 忙中一筆 安心には目を大きく開けて 赤坂伸一

○ 散射韻 極端すぎる議論の作法

【2012年11月／526号】

○ 鋭角鈍角 ＥＵのノーベル平和賞受賞に拍手 山内亮史

○ 混迷する地方分権改革－地方分権の目的から考える 佐藤克廣

○ フィンランドの障害者福祉の現状と改革の方向 山田眞知子

○ 高齢者ケアに関わる介護人材の問題 松本剛一

○ 資料 防災対策推進検討会議最終報告～ゆるぎない日本の再構築を目指して～ 中央防

災会議・防災対策推進検討会議

○ 北海道の元気！ＮＰＯ訪問42 ＮＰＯ法人ゆうゆう 加藤知美

○ いま教育の現場から６ 不登校に対する取り組みと考え方－江別登校拒否と教育を考え

る会の活動から 谷口由美子

○ 散射韻 生きた補助金

○ ＴＯＰＩＣ 阪神・淡路大震災から17年、神戸で自治研全国集会開催

【2012年12月／527号】

○ 鋭角鈍角 大規模な施設の相互利用 神原 勝
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○ 地方制度はなぜ変わるのか－構成主義的アプローチからの制度変化モデル 木寺 元

○ 有珠山噴火災害の洞爺湖町の対応と復旧・復興 兼村憲三

○ 欧州の国と地域から－カタルーニャの独立は是か非か 志子田徹

○ 苦難と運命の『赤煉瓦』－全道庁文芸誌66年の歩み 井上昭弘

○ 資料 地域主権推進大綱

○ 北海道の元気！ＮＰＯ訪問43 ＮＰＯ法人北海道エコビレッジ推進プロジェクト

加藤知美

○ 散射韻 また振り出しに戻るのか

【2013年１月／528号】

○ 鋭角鈍角 「安全神話」と地域の疲弊 佐藤克廣

○ 2012自治講座 北海道の基礎自治体を考える

・基調講演 北海道の基礎自治体を考える－自律自治体への実践課題 神原 勝

・パネルディスカッション 基礎自治体の現状と自律への課題・展望

浅野一弘＋溝部幸基＋山本進＋神原勝＋佐藤克廣

○ 社会保障制度運営の財政と金融について－社会保障制度改革国民会議の作業に寄せて

荒又重雄

○ 北海道の元気！ＮＰＯ訪問 44 ＮＰＯ法人ボラナビ倶楽部 加藤知美

○ いま教育の現場から ７ 新学習指導要領がもたらしたもの－中学校の現状から考える

玉村有紀

○ 散射韻 「幼稚」な政党への審判

【2013年２月／529号】

○ 鋭角鈍角 北海道発の包摂型社会づくり 宮本太郎

○ 2012総選挙

・座談会 民主連立から自公連立政権へ 国民の支持が離れて政権交代

第46回衆院選で何が問われたのか

相内俊一＋山下幸紀＋山本佐門＋吉田徹

・民主党の惨敗と第三極の躍進を考える 鶴井 亨

○ 資料 第46回衆議院議員総選挙北海道小選挙区・比例代表 投開票結果

○ 北海道の有珠山噴火防災体制と復旧・復興への対応 中島竜雄

○ 北海道の元気！ＮＰＯ訪問 45 ＮＰＯ法人ひとまちつなぎ石狩 加藤知美

○ 散射韻 「執念」の強さと危うさ

【2013年３月／530号】

○ 鋭角鈍角 官製ワーキングプア問題と公務労働組合 川村雅則

○ フィンランドにおける財政再建と社会福祉－財政支出削減と税制改革 横山純一

○ 登別市の議会改革の動向と議会基本条例の意義について 渡辺三省

○ 資料 登別市議会基本条例

○ 第19回生活権研究会 アメリカの対日「年次改革要望書」の意味 浅野一弘

○ 北海道の元気！ＮＰＯ訪問 46 ＮＰＯ法人札幌オオドオリ大学 加藤知美

○ いま教育の現場から ８ 保健室から見える子どもたちの貧困 荻原敏子

○ 散射韻 消費者センターは二重行政か
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（３） 北海道地方自治研究所ウェブサイトの運用

当研究所のウェブサイトは、2007年４月１日に開設されて以降、インターネット上での

閲覧が可能となっています。

本ウェブサイトは、2012年４月１日の公益社団法人への移行に伴い、所要のデザイン変

更、関係情報の更新・新規掲載などを行いました。なお、公益社団法人への移行後、本ウ

ェブサイトは「公益社団法人北海道地方自治研究所定款」第45条第１項に定める電子公告

の媒体として位置づけられました。

2013年4月1日現在の主な掲載内容は以下のとおりです。

◇ ＵＲＬ http://www.hokkaido-jichiken.jp/

◇ 主な内容

○ トップページ

・ ＴＯＰＩＣ（研究所からのお知らせ）／所報最新号の主な内容／おくやみ「東

日本大震災の被災者の皆様へ （2011.03.25）」

○ ＴＯＰＩＣ一覧（2013年分）

・ 過去のＴＯＰＩＣ（2007年～2012年分）

○ 研究所の概要

・ 北海道地方自治研究所の沿革（2012年４月１日現在）

・ 公益社団法人への移行の経過

・ 公益社団法人北海道地方自治研究所定款

・ 2012年度役員・事務局体制

・ 全国地方自治研究センター・研究所一覧（2012年6月現在）

○ 業務・財務資料

・ 2011年度事業報告／同決算報告／同会計監査報告

・ 2012年度事業計画／同予算

○ 出版活動

・ 所報『北海道自治研究』2013年発行分の内容

・ 所報バックナンバーの内容一覧（1969年～2012年発行分）

・ 北海道自治研ブックレット（第１巻～第３巻）

・ 道自治研叢書（全５巻）

・ その他出版物

○ 記事閲覧（所報記事の一部公開、2009年１月号～2013年３月号）

鋭角鈍角／散射韻／忙中一筆／ＮＰＯ訪問／いま教育の現場から／その他

○ 研究活動

「生活権研究会の活動について（2013年４月現在 」）

○ リンク

全国地方自治研究センター・研究所／関連団体／その他
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４．事務局活動日誌

＜2012年＞

4月

9日（月） サードネット会合／共同研究第４回研究会／東京都（正木）

11日（水） 2012年度第1回事務局会議

18日（水） 自治労会館資料センター第2回運営委員会

20日（金） 自治労北海道本部第2回自治研推進委員会

（ ） 「 」21日 土 第24回地域政府と政策を考える研究会 原発事故収束対策とこれからの課題

（荒井聡･衆議）

23日（月） 住基ネット差止北海道訴訟に関する原告弁護士ヒアリング（正木）

24日（火） 第18回生活権研究会「北海道における非正規労働問題の現状と課題 （川村」

雅則・北海学園大学准教授）

5月

8日（火） 第2回事務局会議

14日（月） 民主党「原発･エネルギー政策を考えるセミナー」

22日（火） サードネット会合/共同研究第5回研究会（東京、正木）

23日（水） 所内研究会「行政の危機管理～大震災から見えた課題 （浅野一弘･札幌大学」

教授）

24日（木） 地域主権シンポジウム（札幌、主催･第一法規）

6月

6日（水） 第3回事務局会議

７日（木） 地域政策調査会「地域主権改革研究会 （辻道）」

（ ） （ 、 、 。 、15日 金 全国自治研センター･研究所交流会 ～17日 岩手県遠野市 宮古市 佐藤

辻道）

19日（火） NPO北海道地域政策調査会設立総会（札幌、ポールスター）

25日（月） 第4回事務局会議

26日（火） サードネット会合/共同研究第6回研究会（東京、正木）

27日（水） NPO北海道地域政策調査会設立記念講演会「社会保障･税一体改革」の実現の

ために（宮本太郎・北大教授）

30日（土） 2012年度第48回定期総会･第1回理事会、第2回理事会

7月

6日（金） 日中友好道民会議定期総会（中島）

7日（土） 釧根地方本部自治研集会（辻道、～8日）

7日（土） 反貧困ネット北海道設立３周年記念シンポジウム

10日（火） 第5回事務局会議

11日（水） 地域政策調査会「地域主権改革研究会 （辻道）」
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19日（木） サードネット会合／共同研究第７回研究会（東京･正木）

25日（水） 自治労北海道本部自治研推進委員会

27日（金） 労文協リレー講座（番外編 「安心のエネルギーと平和をめざして （吉） 」

田文和北大教授ら）

8月

3日（金） 第25回地域政府研究会「原子力問題とドイツの労働組合 （本田宏・」

北海学園大教授

6日（月） 第6回事務局会議

７日（火） 地域政策調査会「地域主権改革研究会 （辻道）」

11日（土） 「市民が主役」の政治を取り戻す道民フォーラム

20日（月） 9月号座談会「北海道障がい者条例の意義と課題」

30日（木） 反貧困ネット北海道学習会①（正木）

30日（木) 自治労全国大会（函館市・辻道。～31日）

9月

5日（水） 第27回自治総研セミナー（東京・佐藤、正木。～6日）

5日（水） サードネット会合（東京・正木）

7日（金） 第34回地方自治研究全道集会（網走･佐藤、辻道、正木。～8日）

10日（月） 第7回事務局会議

11日（火） シンポジウム｢一括法条例化 （東京･辻道）」

20日（木） 防災･減災のまちづくり研究会「洞爺湖町の有珠山噴火災害の対応と復

旧･復興の対応 （洞爺湖町役場・兼村憲三氏）」

21日（金） 北海道日ロ協会40周年祝賀会（中島）

25日（火） 地域政策調査会「地域主権改革研究会」

27日（木) 自治労北海道本部定期大会（～28日）

28日（金） 貧困研究会第５回研究大会／自立支援プログラム調査（釧路市・正木

～30日）

10月

12日（金） 第8回事務局会議

19日（金） 第34回地方自治研究全国集会（神戸市･佐藤、辻道、正木。～21日）

20日（土） 「市民が主役」の政治をつくろう北海道フォーラム

29日（月） 共同研究第８回研究会準備会／サードネット会合（東京･正木）

11月

2日（金） 自治のかたち研究会「制度はなぜ変わるのか－構成主義的アプローチか

らの制度変化モデル （木寺元北海学園大准教授）」

6日（火） 第9回事務局会議

10日（土） 反貧困ネット北海道学習会②

12日（月） 地域政策調査会「地域主権改革研究会 （辻道）」

24日（土） 自治講座「北海道の基礎自治体を考える （神原勝、浅野一弘、溝部幸」

基、山本進、佐藤克廣）

25日（日） 第46回衆議院総選挙世論調査（1回目）
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12月

1日（土） 第46回衆議院総選挙世論調査（2回目。～2日）

3日（月） 2012年度企画編集会議

6日（木） 日中友好道民会議懇親会

8日（土） 反貧困ネット北海道学習会③

14日（金） 防災･減災のまちづくり研究会（北海道危機対策局・中島竜雄氏）

21日（金） 第19回生活権研究会「年次改革要望書の概要と影響 （浅野一弘氏）」

＜2013年＞

1月

11日（金） 第10回事務局会議

12日（土） 地域政策調査会主催パネル討論「地域医療再生の処方箋を考える｣(辻道)

15日（火） 共同研究第8回研究会／サードネット会合（正木～16日）

22日（火） 第46回衆議院総選挙総括座談会（相内俊一、山下幸紀、山本佐門、吉

田徹）

2月

5日（火） 自治労北海道結成50周年祝賀会

8日（金） 第11回事務局会議

8日（金） 自治労会館研究員会議

15日（金） 自治労北海道本部第1回自治研推進委員会

19日（火） サードネット会合/共同研究第9回研究会（東京･正木）

28日（木） 2013年度地方財政セミナー（東京･辻道）

28日（木） 連合北海道13年度第1回政策委員会・学習会（正木）

3月

2日（土） 渡島地本財政分析講座（辻道）

5日（火） 自治労北海道本部財政セミナー

12日（火） 第1回北海道世論調査研究会（北海道新聞情報研究所・僧都儀尚氏）

14日（木） サードネット・奈良町ヒアリング（～15日。正木）

19日（火） 自治労北海道本部組合員意識調査研究会

22日（金） 第20回生活権研究会（自治労社会保障局長・平川則男氏）

23日（土） 名寄市の合併に関するヒアリング調査／名寄市（正木）

26日（火） (株)特殊衣料・ 社福）ともに福祉会ヒアリング調査･視察（正木）（

29日（金） 2012年度第3回理事会


